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市内で行われた活動やイベントを紹介します

  県水産総合センターが育てた体長５センチメートルほ
どのクロダイの稚魚約 3,000 尾を大呑保育園児 14 人が
海へと放流した。放流は子どもたちに体験してもらうこ
とで、命の大切さを学び、身近な漁業に触れることで理
解と関心を持ってもらおうと毎年開催されている。参加
した園児は「魚の赤ちゃんを海にかえしてあげてうれし
かった。早く大きくなってほしい」と水際を泳ぐ稚魚の
姿を心配そうに眺めていた。

　今では５世帯にも満たない日室町。石川県と七尾市の無
形民俗文化財に指定されている『日室鎌祭り』がこの町に
ある。数百年前から伝わる祭りを行うのは『日室鎌祭り保
存会』。坂口敏夫会長は「昔に文献が焼失してしまい、詳
しい祭りの内容がわからない。後継者がいないのが一番
の悩み」と頭を抱える。
　少子高齢化の時代、どの祭りにもこの問題が生じてい
る。こういった問題の打開策はないものだろうか。

　東日本大震災からちょうど半年を迎えた９月11日、長年
古代米アートに取り組む山田重隆さん（藤橋町）の田んぼ
に「がんばろう東日本」と描かれた稲文字が浮かび上がっ
た。また、別の田んぼには、児童施設にランドセルを贈る
などして日本全国で話題となった、アニメ「タイガーマス
ク」にちなんだ稲絵も登場した。山田さんは「少しでも被
災地が元気になり、日本全国が優しい気持ちになれれば」
と願いを込めていた。

　家族や同じ施設で生活をするたくさんの人たちに祝って
もらった坂井さん。また、東みなと保育園マーチングバン
ドの園児たちもお祝いに駆けつけ、元気はつらつとした見
事な演奏に、誕生会は一層の盛り上がりを見せた。
　「ありがとう。ありがとう。皆さんのお陰です」と微笑み
ながら話し、始まってから終わるまで、手を合わせて感謝
する坂井さんの姿が印象的だった。

　今年も 17 カ国 24 人の外国人留学生が七尾市にやっ
てきた。『JAPAN　TENT』の一番の目玉はホームスティ。
日本での生活が長い留学生でも、初めてホームスティを
経験する留学生は多い。七尾市滞在最終日、留学生代表
のあいさつをしたシュ・レイアさん（中国）は、「まん
で楽しかったわいねぇ」と終始方言であいさつをした。
このあいさつから、ホストファミリーから感じた『ふる
さと愛』が、留学生の心に伝わったことがうかがえる。

　毎年、夏休みの思い出を作りに市外の子どもたちが能
登島の自然体験プログラム（２泊３日）に参加している。
今年は金沢市や白山市の子どもたち15人が参加。また、
今回は初めて能登島の子どもたち31人との交流も行っ
た。子どもたちは住む地域が違ってもすぐ打ち解け合い、
会話やゲームなど思い思いの時間を過ごした。白山市か
ら来た子どもたちは「次は家族で能登島に来たい。楽しかっ
た」と夏休み一番の思い出になったことを話してくれた。
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8月22日（月）：いいＰＡＲＫ七尾前　海水浴場

8月27日（土）：日室町

９月１日（木）：あっとほーむ若葉

8月25日（木）：能登島生涯学習センター

8月21日（日）：七尾市役所前

Ｑ１．答え　①　向田から始まり、おおむね島の東部から西部の順番で回る。最後の 10月 19日は④。獅子舞の他に ｢にわか ｣と呼ばれる踊りも見物。
Ｑ２．答え　③　聖徳太子が建築の祖ともいわれることから。①は釈迦の誕生を祝う祭り。②は江戸時代に伊勢神宮へ参宮する際の講。④この日に祈願
                             すれば千日分の功徳があるという。小島妙観院が有名。

9月11日（日） 9月26日（月）


